
第三期中期目標における主な事項と具体的な取組例 

  

【教育】 

 ・入試制度の改革（多様な入試枠の拡充等） 

 ・現代社会のリーダーを育成する教育改革 

  ☆次の１０年を見据えた学部・大学院の再編 

 ・ボランティア活動等の支援 
 

【研究】 

 ・基礎研究と都市課題解決型研究の推進 

 ・世界的に卓越した重点研究拠点の形成 

 ・国内外への研究成果の積極的な発信・還元 
 

【社会貢献】 

 ・都連携事業の一層の推進（都市外交、金融人材等） 

 ・２０２０オリパラ東京大会に向けた大学の知の還元 

  ・自治体など公共部門の人材育成支援 
 

【グローバル化】 

 ・留学生の受入拡大（約９００名＝学生の１割） 

 ・学生の海外派遣の拡充（海外インターンシップの充実等） 

 ・都市外交を支える人材ネットワークの形成 

 ・キャンパスの国際化（多言語化の促進等） 
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【教育】 

 ・教育体系の再編 

  ☆起業や創業等イノベーションを担う人材を育成 

    する教育プログラムの展開等 

 ・先進的な教育方法の推進（ＰＢＬ(問題解決型学修)の 

   改善・推進等） 

 ・社会人学生の学習環境整備（遠隔授業の改善等） 

 

【研究】 

 ・先進的な教育手法の研究と成果の発信 

  （ＰＢＬ、ブレンディッド・ラーニング等の研究推進、研究成果 

   を発信するためのセンター機能の整備） 

 ・製品開発型研究の推進 
 

【社会貢献】 

 ・自治体や企業との連携事業の拡大 

 ・学修コミュニティの形成の推進 
 

【グローバル化】 

 ・国際的高度専門職人材の育成 

  （グローバルＰＢＬや国際コースの展開） 

 ・アジア諸国等の大学との連携 

【教育】 

 ・人材需要への対応、教育内容改善 

  ☆高度情報セキュリティ人材の育成 

  ☆航空技術者の育成 

 ・新たな教育手法の導入 
  （アクティブラーニングの推進等） 
  

【研究】 

 ・ものづくりスペシャリスト育成に資する研究の 

  推進 

 ・都や地元企業との連携の推進 
 

【社会貢献】 

 ・自治体職員等の人材育成支援 

  （情報セキュリティのリカレント教育の実施等） 

 ・２０２０オリパラ東京大会に向けた取組 

  （地元小中学校と協働したオリパラ支援） 

 

【グローバル化】 

 ・海外体験プログラムの再構築（海外でのチームによる 

   フィールドワーク、インターンシップ等を実施） 

 ・国際的に活躍できる技術者の輩出 

  （日本技術者教育認定機構受審に向けた教育内容の整備） 

【業務運営の改善及び効率化】 

 ・組織運営体制の強化 

  （首都大ＩＲ室及びＡＯの設置）  

 ・教育研究組織の見直し 

  ☆首都大の学部・大学院の再編 

 ・事務組織の強化・再編 

 ・業務執行の効率化（システムの統 

  廃合）   

【財務内容の改善】 

 ・外部資金の獲得促進 

  （寄附金を集める仕組みの構築） 

 ・法人全体の収支構造を中長期的に 

  見据えた財政運営のあり方の確立 

  （人件費等の最適化） 

 ・保有資産の有効活用 

【自己点検・評価及び情報の提供】 
 ・自己点検及び各種外部評価を活用し 

  た法人運営の継続的見直し 

 ・積極的な情報公開の推進 

 ・特色ある教育研究活動等の取組及び 

  成果を国内外へ発信 

  ☆各教育研究機関の存在感及び認 

    知度向上に向けた戦略的取組 

【その他業務運営】 
 ・施設設備の計画的整備 

  ☆中長期的なキャンパス整備・活用計 

    画の作成とそれに基づく計画的整備 

 ・研究費及び研究活動の不正防止の徹底 

 ・情報セキュリティ体制の強化 

  ☆情報セキュリティ確保及び個人情報  

   保護の徹底、管理体制の強化 

☆ 第三期の主な事項は、 

星印と下線を付けて記載 

資料３ 


